
　

２
０
２
２
年
度
の
最
低

賃
金
引
上
げ
は
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
が
示
し
た

目
安
額
は
31
円
で
、
22
道

府
県
で
目
安
額
を
上
回
り
、

全
国
平
均
９
６
１
円
と
な

り
ま
し
た
。
会
社
の
負
担

は
月
換
算
で
５
０
０
０
円

以
上
と
な
り
ま
す
。
原
材

料
高
騰
に
苦
し
む
中
小
企

業
に
与
え
る
影
響
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
経
済
の
中
軸
を
担

う
中
小
企
業
を
活
性
化
さ

せ
る
に
は
個
人
消
費
の
拡

大
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
全
国
一
律
の
最

低
賃
金
引
き
上
げ
に
よ
り

労
働
者
の
賃
金
の
底
上
げ

を
行
い
、
地
域
循
環
型
経

済
に
よ
る
好
循
環
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
福

岡
県
の
経
済
波
及
効
果
分

析
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
試
算
で

は
最
低
賃
金
を
１
５
０
０

円
に
す
る
と
経
済
波
及
効

果
は
１・
８
倍
、
雇
用
は

３
万
５
千
人
も
増
え
る
計

算
に
な
り
ま
す
。
消
費
拡

大
に
よ
る
中
小
企
業
活
性

化
の
た
め
に
大
幅
な
賃
金

引
上
げ
を
行
え
ば
、
活
性

化
の
前
に
賃
上
げ
の
費
用

負
担
に
よ
り
中
小
企
業
が

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
労

働
者
の
生
活
と
中
小
企
業

の
健
全
経
営
の
ど
ち
ら
も

壊
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

両
立
で
き
る
方
策
と
し

て
は
国
に
よ
る
中
小
企
業

の
直
接
支
援
に
よ
っ
て
賃

上
げ
を
実
現
す
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

直
接
支
援
に
つ
い
て
は
後

述
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
必
要
な
理
由
を

検
討
し
ま
す
。

経
済
規
模
に
見
合
わ
な
い

日
本
の
最
賃

　

令
和
４
年
度
福
岡
県
最

賃
審
議
会
で
示
さ
れ
た
資

料
に
よ
る
と
県
内
で
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
ー
と
い
わ
れ
る

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の

方
が
67
万
人
で
、
27
・
４

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
の
最
低
賃
金

は
国
際
比
較
で
も
低
く
、

（
図
１
）
表
で
は
８・２
ド

ル
で
す
が
、
２
０
２
２
年

10
月
に
は
１
ド
ル
１
５
０
円

付
近
に
ま
で
円
安
が
進
み
、

全
国
平
均
９
６
１
円
は
６
・

４
ド
ル
と
な
り
発
展
途
上

国
水
準
と
な
り
、
経
済
規

模
に
比
較
し
て
著
し
く
労

働
者
賃
金
が
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

福
岡
県
の
最
低
賃
金
単

価
（
＠
９
０
０
）
で
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
し
た
場
合
月

額
14
万
４
千
円
、
年
収
は

１
７
２
万
円
で
す
が
、
所

得
税
・
住
民
税
、
国
保

保
険
料
・
国
民
年
金
保

険
料
は
合
わ
せ
て
53
万
円

と
な
り
非
消
費
支
出
が

31
％
を
占
め
て
手
取
り
は

１
１
９
万
円
、
月
々
で
は

点線は6.4ドル（円安が進む現在、最賃全国平均961円を換算した額）で
区切った線。最賃だけでみると日本は限りなく下位の国に近づいている。

10
万
円
に
達
し
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
前
述
の
最
賃
審

議
会
の
資
料
に
よ
る
と
単

身
者
の
消
費
支
出
は
17
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
支
出

に
対
し
収
入
が
見
合
って
い

ま
せ
ん
。
し
か
も
消
費
者

物
価
は
３
％
上
昇
し
、
生

活
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

雇
用
促
進
事
業
制
度
で

健
全
経
営
と
賃
上
げ

両
立
め
ざ
す

　

韓
国
で
は
、
雇
用
主
が

社
会
保
険
加
入
を
一
層
進

め
や
す
く
し
、
中
小
零
細

企
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働

者
を
支
援
す
る
た
め
、
年

金
保
険
料
の
40
％
を
減
免

し
、
健
康
保
険
料
も
零
細

な
５
人
未
満
は
60
％
減
額
、

５
〜
10
人
規
模
で
は
50
％

が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
雇
用
責
任
を

逃
れ
、
社
会
保
険
負
担
を

免
れ
る
た
め
、
無
責
任
な

企
業
経
営
者
は
労
働
者
と

し
て
正
式
に
雇
用
せ
ず
、

「
請
負
契
約
」「
委
託
契
約
」

で
働
か
せ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
労
連
は
責
任
を

逃
れ
た
り
、
負
担
を
免
れ

た
り「
不
正
な
働
か
せ
方
」

を
許
さ
な
い
規
制
強
化
を

求
め
る
と
と
も
に
、
ま
じ

め
に
社
会
的
責
任
を
果
た

し
て
い
る
企
業
経
営
者
を

支
援
す
る
た
め
、
保
険
料

負
担
の
使
用
者
負
担
分
を

半
額
に
減
免
す
る
「
雇
用

促
進
事
業
制
度
」
の
創
設

を
求
め
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

賃
金
支
払
い
は
労
使
が

対
立
す
る
場
面
も
あ
り
ま

す
が
、
社
会
保
険
料
負
担

の
減
免
な
ど
の
制
度
要
求

で
は
雇
用
主
と
も
共
同

し
、
地
方
公
共
団
体
や
地

元
団
体
に
も
支
援
を
求
め

て
「
賃
金
も
、
社
会
保
障

も
せ
め
て
隣
国
の
韓
国
並

み
」
早
期
実
現
を
進
め
ま

す
。

﹁
大
幅
な
賃
金
引
上
げ
﹂と﹁
税
金
と
社
会
保
険
料
の
削
減
﹂で

﹁
中
小
企
業
の
健
全
経
営
﹂と

﹁
労
働
者
の
生
活
の
安
定
﹂の
両
方
を
実
現
す
る

共につくる
未 来

　

私
た
ち
福
商
連
で
は
、

９
月
に
開
催
し
た
第
２

回
常
任
理
事
会
の
な
か
で

「
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に

つ
い
て
、
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
」
を
議
論
し
ま
し

た
。「
時
給
を
１
５
０
０

円
に
、
と
い
う
が
中
小
業

者
に
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
」

「
今
で
も
社
会
保
険
料
の

事
業
所
負
担
が
重
く
て
雇

い
た
く
て
も
雇
え
な
い
く

ら
い
だ
」
と
い
っ
た
厳
し

い
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
年
の
運
動
の

な
か
で
、
県
労
連
さ
ん
や

民
医
連
さ
ん
、
新
婦
人
さ

ん
な
ど
の
民
主
団
体
と
と

も
に
県
民
運
動
実
行
委
員

会
を
組
織
し
て
、
福
岡
県

に
対
し
て
公
契
約
条
例
の

制
定
や
、
公
共
工
事
で
の

下
請
け
・
孫
請
け
の
労
働

単
価
の
引
き
上
げ
な
ど
を

求
め
て
闘
っ
て
い
る
歴
史

を
振
り
返
り
、
大
き
な
視

点
で
見
る
と
最
賃

引
上
げ
は
、
請
負

単
価
の
引
き
上
げ
、

地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
課
題
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

　

民
商
・
福
商
連
の
全
国

組
織
で
あ
る
全
商
連
で
も
、

全
労
連
さ
ん
な
ど
と
国
民

大
運
動
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
、
８
月
に
政
府
に

対
し
て
２
０
２
３
年
度
概

算
要
求
編
成
に
あ
た
っ
て

の
申
し
入
れ
を
行
い
、
下

請
け
取
引
の
適
正
化
、
賃

上
げ
に
伴
う
直
接
補
助
、

保
険
料
等
の
減
免
措
置
を

含
む
中
小
企
業
予
算
の
大

幅
増
額
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
中
小
業
者
を
守

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
賃
上
げ

の
実
現
に
向
け
、
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

中
小
業
者
の
賃
上
げ
を
保
証
す
る
た
め
︑

　
　
　
　
　  

国
の
責
任
で
直
接
補
助
を

福
岡
県
商
工
団
体
連
合
会
事
務
局
長
　
吉
原
　
太
郎

吉原 太郎 事務局長

　
次
号
で
は
労
働
時
間

の
短
縮
を
特
集
し
ま
す
。
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10
月
26
日
夜
、
国
が
来

年
10
月
に
も
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
」
に
反
対
す
る
た
め
、

フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
や
声

優
・
俳
優
・
国
会
議
員
等

が
参
加
し
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

イ
ン
ボ
イ
ス
10
．26
日
比
谷

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

前
述
し
た
職
業
や
建
設
業

の
一
人
親
方
・
そ
の
他
個

人
事
業
者
に
限
ら
ず
、
野

球
・
サ
ッ
カ
ー
・
プ
ロ
レ
ス
ラ

ー
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
ま
で
多
大
な
影
響
を
与

え
る
制
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
職
業
に
従
事

す
る
方
の
多
く
は
年
間
売

上
が
１
０
０
０
万
円
を
下

回
る
個
人
事
業
者
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
納
税
の
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
取

引
先
か
ら
支
払
わ
れ
る
報

酬
に
含
ま
れ
る
消
費
税
を

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
し
た
う

え
で
納
税
す
る
か
、
取
引

先
が
仕
入
税
額
控
除
せ
ず

に
納
税
す
る
か
の
ど
ち
ら

か
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

ま
だ
不
十
分
な
が
ら
も
一

般
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
税
面
以
外

に
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

は
大
き
な
問
題
点
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
イ

ン
ボ
イ
ス
登
録
情
報
の
検

索
で
、
別
名
で
活
動
し
て

い
る
人
の
本
名
や
、
事
務

所
兼
自
宅
の
住
所
等
の
個

人
情
報
が
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ

で
誰
で
も
簡
単
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
、
ま
さ
に
筒
抜

け
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。

　

国
税
庁
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ

イ
ル
か
ら
氏
名
や
所
在
地

な
ど
個
人
に
つ
な
が
る
情

報
を
非
表
示
に
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
も
、
Ｐ
Ｃ
を

使
っ
て
簡
単
に
再
表
示
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
具

合
に
つい
て
指
摘
さ
れ
た
国

税
庁
の
対
応
が
「
利
用
規

約
に
則
っ
て
使
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
全
く
も
っ
て
責

任
感
の
な
い
対
応
で
す
。

　

こ
の
状
態
を
放
置
さ
れ

る
と
、「
フ
ァ
ン
が
声
優
等

の
個
人
情
報
や
本
名
を
不

正
に
取
得
し
、
ス
ト
ー
キ

ン
グ
す
る
」、「
試
合
で
ミ

ス
し
た
選
手
宅
へ
、
熱
狂

的
な
一
部
サ
ポ
ー
タ
ー
が

押
し
か
け
る
」、「
試
合
や

地
方
巡
業
時
に
、
単
身
選

手
の
自
宅
が
空
き
巣
に
狙

わ
れ
や
す
く
な
る
」
な
ど
、

所
得
減
少
以
外
の
諸
問
題

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
さ

に
、
こ
の
制
度
が
「
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
生
活
よ

り
も
大
企
業
の
利
便
性
を

優
先
す
る
」
考
え
方
で
制

度
設
計
し
た
た
め
で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
る
免
税

事
業
者
か
ら
の
税
収
増
は

約
２
４
８
０
億
円
で
、
防

衛
費
を
５
％
削
減
す
れ
ば

十
分
賄
え
る
金
額
で
す
。

　

強
者
の
利
益
を
優
先
す

る
一
方
で
、
弱
者
は
事
業

継
続
を
難
し
く
し
、
排
除

さ
れ
る
こ
の
制
度
は
一
日

も
早
い
施
行
撤
回
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

11
月
３
日
、
日
本
国

憲
法
公
布
の
日
に
ち
な
ん

で
、
福
岡
市
天
神
の
警
固

公
園
で
憲
法
フ
ェス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
で

は
主
催
者
の
９
条
の
会
連

絡
会
石
村
代
表
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
は
高
校

生
平
和
大
使
や
医
療
従
事

者
・
学
校
教
師
な
ど
か
ら

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
集

会
の
全
体
の
参
加
者
は
約

５
０
０
名
で
し
た
。

　

集
会
の
後
は
天
神
17
ヵ

所
に
分
か
れ
て
福
岡
県
総

が
か
り
実
行
委
員
会
に
よ

る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
が

行
わ
れ
、
福
岡
県
労
連
は

三
越
前
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

宣
伝
行
動
に
は
各
加
盟

組
合
か
ら
24
名
が
参
加
し
、

「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

全
国
署
名
」
の
ハ
ガ
キ
署

名
チ
ラ
シ
を
封
入
し
た
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
道
行

く
人
に
渡
し
、「
軍
事
力

増
強
よ
り
も
外
交
努
力
を

す
る
こ
と
が
平
和
を
守
る

こ
と
に
な
る
」「
憲
法
の

理
念
を
実
現
し
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

同
日
、
北
九
州
市
で
も

集
会
と
デ
モ
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

い
い
と
こ
無
し
の

い
い
と
こ
無
し
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

弱
者
い
じ
め
・
実
質
負
担
増
・
個
人
情
報
流
出
…

　

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

の
牧
野
で
す
。
職
種
は
大

工
を
し
て
い
ま
す
。
福
建

労
に
は
約
14
年
前
に
入
り
、

現
在
は
青
年
副
部
長
と

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
分
会
を
通
じ
た
仲
間

と
の
つ
な
が
り
や
、
青
年

部
で
交
流
す
る
同
世
代
の

仲
間
と
親
交
を
深
め
な
が

ら
、
楽
し
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。　

現
在
、
建
設

業
界
で
は
自
身

の
資
格
や
経
験

を
蓄
積
す
る
Ｃ
Ｃ

Ｕ
S
（
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
）
の
普
及
が
進

ん
で
い
ま
す
。
福

建
労
青
年
部
で
は
、
若
い

世
代
の
技
能
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

昨
年
は
青
年
大
工
が
参
加

す
る
「
青
年
技
能
競
技
大

会
」
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

「
青
年
技
能
競
技
大
会
」

は
県
予
選
か
ら
上
位
３
人

が
全
国
大
会
に
進
出
。
私

も
全
国
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
全
国
大
会
で
の
結

果
は
30
位
に
入
賞
し
「
奨

励
賞
」
を
獲
得
で
き
ま
し

た
。
仲
間
と
楽
し
く
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
技
能
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
仲

間
へ
広
げ
、
青
年
層
の
技

能
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
建
労
で
は
、
春
と
秋

に
拡
大
月
間
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
私
も
仲
間
宅

を
訪
問
し
て
近
況
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
組
合
活
動

の
周
知
、
未
加
入
者
情
報

の
掘
り
起
こ
し
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
職
人
の
賃
金
単
価

引
き
上
げ
、
労
働
環
境
の

改
善
、
イ
ン
ボ
イ
ス
、
ア
ス

ベ
ス
ト
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
あ
る
建
設
業
界
で
す

が
、「
数
は
力
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
仲
間
増
や
し
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
組
合
を
通

じ
て
学
習
し
、
仲
間
と
と

も
に
建
設
労
働
者
の
処
遇

改
善
に
向
け
て
奮
闘
し
て

い
き
ま
す
。

フリーライター 所得1000万円を超えるのは全体の４％
程度。1/3が年収200万円未満。

声　優 所得1000万円を超えるのは全体の1％
未満。半数以上は年収200万円未満。

プロサッカー選手

Ｊ1チーム所属全選手の約1/4が年俸
1000万円未満。
Ｊ2リーグ所属の選手では大半の選手
が年俸1000万円未満。

プロ野球選手 育成契約・独立リーグの選手は年俸400万
円以下。

プロレスラー 所得1000万円を超えるのはごく一部の
有名選手に限る。

「個人事業主」扱いされる職業の一般的な収入
（参考文献：「フリーランス白書」など）11/3 憲法フェスタin福岡

憲法の理念を
実現しようと訴え

　

年
金
者
組
合
福
岡
県

本
部
が
年
金
を
引
き
下
げ

続
け
る
岸
田
自
公
政
権
へ

の
怒
り
を
も
っ
て
「
年
金

一
揆
」
を
警
固
公
園
で
開

催
し
、
県
内
各
支
部
か
ら

１
０
０
名
の
仲
間
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

牧
福
岡
県
本

部
委
員
長
は
あ

い
さ
つ
で
「
全
国

11
万
人
の
仲
間
に

責
任
を
持
て
る
組

織
に
な
ろ
う
」
と

秋
の
仲
間
づ
く
り

活
動
の
推
進
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

福
岡
県
労
連
か
ら

は
福
山
事
務
局
長

が
参
加
。「
高
齢

者
か
ら
の
相
談
が

増
え
て
い
る
。
今
後
社
会

保
障
の
さ
ら
な
る
悪
化
が

予
想
さ
れ
る
。
年
金
を
よ

く
す
る
た
め
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

組
合
員
に
よ
る
博
多
に

わ
か
で
会
場
を
温
め
た
後
、

各
支
部
か
ら
代
表
が
秋
か

ら
の
取
り
組
み
への
意
気
込

み
を
決
意
表
明
。
最
後
に

政
府
に
社
会
保
障
の
改
善

や
応
能
負
担
を
基
調
に
し

た
税
制
改
革
を
要
求
す
る

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
「
中

間
増
や
し
」
活
動
へ
の
邁

進
を
確
認
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
の
改
善
も
と
め

　
　
　
　

仲
間
づ
く
り
に
邁
進

11
月
４
日
年
金
一
揆

　政教分離は日本国憲法で定められたルールです。憲法20条の１
項で「いかなる宗教団体も、国から特権を受け、または政治上の権
力を行使してはならない」と定めています。断固テロは許せません
が、元総理の銃撃事件以来、反社会的な行為が問題視される統一教

会と自民党との癒着・相互利用の実態が次々と明らかになってきています。
　日頃から日本国憲法を軽視・敵視する保守政党の姿勢の結果であるならば大
問題です。（Ｓ）

後
集
記

編

集まった１００名の仲間と共に力強く訴える

「
数
は
力
」モ
ッ
ト
ー
に

仲
間
と
奮
闘

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
青
年
副
部
長

牧
野
　
博ひ

ろ
み洋

さ
ん

青年組合員
紹介コーナー

福岡県労働組合総連合 第191号　（2）2022 年 11 月 15 日

今後の日程 ■11/27（日）15時～　青年部総会＠第５博多偕成ビル　■12/4（日）10時～　女性センター総会＠福岡県労連大会議室　■12/11（日）10時～　23春闘総会・討論集会＠第５博多偕成ビル


